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池袋キャンパス AVサポート 

1. 概要

データは以下より集計した。 

・機器貸出：８号館メディアセンター、５号館・12 号館講師控室の AV 機器貸出台

帳及び貸出予約システムのデータベース。

・サポート：AV機器等サポート連絡簿

・システムおよびプロジェクターの利用状況：統合管理システム(FOMS)

・ダビング：管理台帳

2021年度は前年度のスタジオ教室でのサポートの経験を活かし、全教室でオンラ

イン授業ができる機器の設置と操作マニュアルの作成、事前説明会の開催、そして

サポート体制を整えて臨んだ。

春学期開始の４月は大学の活動制限指針がレベル１で授業は対面で始まったが、

留学生や配慮を要する学生のためにほとんどの授業がミックス型での運用となった。

ところが政府の緊急事態宣言を受けてわずか２週間余りでレベル３に引き上げられ、

ほぼオンラインまたはオンデマンド授業に切り替わった。６月下旬にレベル２に引

き下げられたが、授業スタイルはほとんどそのまま変わらなかった。 

秋学期はレベル３で始まったが、２週間でレベル２に、更に 10 月中旬以降はレ

ベル１に引き下げられた。レベル１になってからは対面も徐々に増えたが、４月初

めのように全面的に対面型になることはなかった。2020年度はオンライン授業の実

施に際し、教員、学生ともにかなり苦労されていたが、１年間の試行錯誤の中でオ

ンライン授業の実施方法を会得したこと、また、PCをはじめオンライン授業に必要

な機器が一般に出回るようになったことで自宅での環境が整えられたことなどから、

対面よりもむしろ自宅からオンライン授業を配信・受講することを選ぶ傾向になっ

たと思われる。 

  表 1：2021年度大学の活動制限指針 
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2. 利用状況 

(1). AV機器貸し出し状況 

貸出総数は 2,158 件で、ほぼオンラインであった前年に比べ 167％増加した。

しかしコロナ前の前々年度からすると約 70％にとどまった。 

月別では４月の授業開始時に前々年度を上回る 321 台となった。またレベル

１に戻った 10月から１月にかけては 250台前後を推移した。 

機器別ではオンライン配信のための機器としてノート PC（教員用）、Web カ

メラ、スピーカーフォン（図表ではバウンダリーマイクに分類）、ビデオカメ

ラ、三脚および Macアダプタが主に貸し出された。 

 

  表 2：2021年度機器貸し出し状況 

 

   図 1：2021年度機器貸し出し状況（月別３期比較） 
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表 3：2021年度月別機器貸し出し状況 

 

 

図 2：2021年度機器貸し出し状況（３期比較） 
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(2). サポート状況 

① 総合 

対面授業の再開により、全体は約 1,400 件で前年度の３倍近くに増加し

たが、コロナ前の 2019年度に比べると 65％程度であった。 

設置及び使用説明と操作ミスが 86％を占め、そのうちの７割が機器貸し

出しと同様、ミックス型の対応であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4：2021年度サポート（３期比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：サポート（３期比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：2021年度サポート（形態別） 
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② 月別 

月別では９月と２月を除いては前年度より大幅に増加した。特に活動制

限指針がレベル１の期間の４月、10月、11月、12月で顕著であった。４月

に至ってはコロナ前の 2019年よりも 100件近く増加した。 

４月はミックス型のサポート依頼が殺到した。一方、秋学期はレベル２

からレベル１になった 10 月中旬から増加したが、オンラインを選択する教

員も多かったため、４月ほど逼迫した状態ではなかった。 

   表 5：2021年度サポート（月別） 

 

     

図 5：2021年度サポート（月別） 
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授業・授業以外で比べると、授業サポートは 1,103件で前年度の 4.4倍で

前々年度の 1.2倍、授業外サポートは 366件で前年度の 1.7倍で前々年度の

1/3となり、コロナ前の比率が逆転した。 

授業サポートの増加はミックス型の説明や機器設置が多かったためであ

る。 

一方、授業外については、コロナ前は対面で行われていた学会や、キャ

リアセンターや国際センターなどの説明会が、2020 年度に引き続きほとん

ど対面で開かれることがなかったため、中継や録画といったサポートがな

く、大きく減少した。 

 

   表 6：2021年度サポート（授業・授業外別） 

 

図 6：2021年度サポート（授業・授業外別）  
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③ 内容別 

a. 使用説明および設置 

ミックス型の機器の設置と Zoom の設定の説明が圧倒的に多かった。

特に操作卓や簡易操作卓の教室にはミックス型の対応として、常設 PCの

他に「配信用ノート PC」を設置し、教室のスクリーンに投影した映像や

音声がそのままオンラインにも配信できるようになった。その操作がマ

ニュアルだけではなかなか理解していただけないことも多く、対面サポ

ートに時間を要した。 

それでもこの配信用 PCを設置したことで、常設 PCで再生した YouTube

などの動画や操作卓内のブルーレイプレーヤーで再生した動画、OHC で

映した教材などを操作卓のタッチパネルの操作だけで切り替えができ、

これまでそういったコンテンツの配信に苦労されていた教員からは好評

であった。更に、教室内カメラが設置されている教室では、黒板の全面

を映して配信することが可能で、小さい文字でも鮮明に視聴者側で見ら

れるため、板書での授業で大いに貢献した。また、教室内カメラでは、

ゲストとの対談等もそのまま配信することができ、より臨場感が高まる

との評価を得た。 

一方で、他のタイプの教室では想定しなかった事態により、利用者の

ニーズに合わなかったこともあった。例えば、40 人規模の演習室は、教

室内のレイアウト変更により常設の機器が移動できないケースが生じ

た。これらの教室には、事前テストで音響が優れていた Web カメラ付き

サウンドバーをディスプレイとともに設置しており、機器に配線された

USB と HDMI ケーブルを PC につなぐだけでミックス型が簡単にできるた

め、機器操作に苦手な方にも使いやすい仕様としていた。また、背面の

取手を持って動かすと軽い力でも移動することができる利便性があっ

た。ところが、ソーシャルディスタンスの観点から、教室の長机が増や

されたことにより、ディスプレイを想定の場所よりも端に置かざるを得

なくなってしまった。そのため、利用者の希望の場所に移動させること

が難しく、サウンドバーに内蔵されたWebカメラが利用できず、別にWeb

カメラを設置することになった。また、資料等はディスプレイではなく

スクリーンに映したいという要望も多く、結局マイクとスピーカーの機

能しか使われないということが多々あった。 

また、操作に関するトラブルに関して、先に述べた配信用 PC には DVD

ドライブがなく、マウスも付けていなかったが、常設 PCにはそれがある

ため、常設 PC で Zoom を開いてしまい、教室で音声や映像が出ないとい

う操作ミスが少なからずあった。 
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2020 年度と比べて大きく異なったのが、学生の PC の持ち込みが多か

ったことである。これまで学生貸出 PCの利用が多かったが、オンライン

での学習が増えたことで、自らの PCを準備する学生が圧倒的に増えた。

それによって、教室によっては授業中に無線 LAN の同時アクセス数の不

足によりネットワークに接続できない障害が発生した。 

また、Zoom のブレイクアウトルーム機能の利用を希望する教員が多か

ったが、同じ教室内で複数の PCのマイクを有効にするとハウリングが生

じる。これに関しては未だに有効な手立てはなく、①オンラインの学生

と対面の学生を分けて行う、②教室を複数用意する、③全員ヘッドセッ

トを付ける以外の対策は見いだせていない。 

 

 

 

表 7：2021年度サポート（機器別―使用説明および設置） 

 

 

図 7：機器別使用説明および設置 
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b. 操作ミス 

使用説明および設置の項で述べたように、ミックス型の機器の設置と

Zoom の設定が多かったために、それに関しての操作ミスが多かった。特

に操作卓や簡易操作卓の配信 PCで目立った。 

 

表 8：2021年度サポート（機器別―操作ミス） 

図 8：機器別操作ミス 

c. 機器トラブル 

教室利用が再開したことで、2020 年度と比べて機器の不具合も増加し

た。そのほとんどが再起動することで不具合が再現しないものであった

が、プロジェクターの故障が４件発生し、メーカー修理となった。 

 

 

 

 

 

表9：2021年度機器トラブル 
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図 9：トラブル内容(３期比較) 

 

 

表 10：2021年度サポート（機器別―機器トラブル） 

 

図 10：機器別トラブル(３期比較) 
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④ AVパターン別 

前述の「a.使用説明および設置」で述べたとおり、操作卓型がほぼ半数

を占め、次に AV ラック型、簡易操作卓の順になった。ただし１教室あたり

のサポート数では操作卓が 23.5 回、簡易操作卓が 6.5 回、AV ラック型が

3.6 回となった。いずれも 80％以上がミックス型の使用説明や設置サポー

トであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 11：2021年度サポート（AVパターン別１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 12：2021年度サポート（AVパターン別２） 
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図 11：2021年度 AVタイプ別サポート内容 

 

機器別ではどのパターンでも Zoom が最も多く、合計で 880 件以上となっ

た。それに関連して操作卓や簡易操作卓では配信用 PCが、AVラックでは常

設 PC のサポートが多かった。また、音声に関しては操作卓ではワイヤレス

マイクが、簡易操作卓と AV ラックではスピーカーフォンが多く、映像に関

しては操作卓では教室カメラとビデオカメラが、簡易操作卓と AV ラックで

は Web カメラに関するものが多かった。ミックス型では教室に Zoom の画面

等を映すことからプロジェクターの入力選択に関するサポートも多かった。 

 

 

表 13：2021年度サポート（機器別） 

 

表 14：2021年度サポート（AVパターン✕機器別） 
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図 12：2021年度 AVタイプ別サポート（機器別）   

 

(3). 窓口電話受付 

大学の活動制限指針がレベル１となったことを受け、窓口を開室した。４月

の授業開始時はサポート依頼の電話が殺到した。その後は制限レベルが引き上

げられたため、窓口電話の受付数は大幅に減少した。 

秋学期になってレベル１に引き下げられ再び増加したが、４月ほどではなか

った。 

 

表 15：2021年度窓口電話受付数   

   
図 13：窓口電話受付（３期比較） 



14 

 

(4). システム利用状況 

① システム 

対面及びミックス型授業の再開で教室利用が増え、システム稼働時間は増加し

た。特に４月、11月、12月は前々年度に近い 10,000時間前後となった。 

ただし年間を通じては、大学の活動制限指針レベル１とレベル２の授業の合

計が前々年度の約 60％であったため、システムの利用も 50％程度であった。 

 

表 16：システム稼働時間(月別３期比較)    

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14：システム稼働時間(３期比較) 

図 15：システム稼働時間(月別３期比較)     
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システムのうち、外部 HDMI が常設 PC を抜き、その４倍の利用時間となった。

これは操作卓と簡易操作卓の常設 PCの他に、Zoomや Meetの配信専用のノート

PC を設置し HDMI 接続したことに加え、持込の PC もほとんどが HDMI に接続さ

れたためである。また、AVラックもこれまで VGAケーブルに接続するのをデフ

ォルトとしていたが、持込 PC の接続端子が HDMI のみの機種が増えたため、デ

フォルトを HDMIに変更した。 

2019年ごろから HDMIの利用は増えていたが、コロナの状況下で多くの教員

がオンラインの授業のため PCを買い替えたことにより一気に促進されたもの

と考えられる。 

 

表 17：プロジェクター稼働時間（月別３期比較） 

 

図 16：プロジェクター稼働時間（月別３期比較） 
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② 収録配信実績 

講演会や説明会等のイベントがほとんどオンライン実施に替わったため、教

室内カメラを用いての収録は前々年度の 1/5 程度に減少した。ただし、対面で

授業に参加できなかった学生に後日オンデマンドで視聴させることを目的とし

た授業収録が毎週３件ほどあった。 

 

表 18：2021年度収録配信（月別３期比較） 

 

図 17：2021年度収録配信（月別３期比較） 

 

 

 

 

表 19：2021年度録画方式 

 

図 18：2021年度収録配信（ソース別３期比較）  
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(5). ダビング 

受付数は前年より約 40 件増えたが、作成数は 20 件以上減少した。これまで

データは DVDにして提供することが多かったが、Googleドライブでの共有によ

る受け渡しが増えたためである。 

① 受付数 

表 20：2021年度ダビング受付数（月別３期比較） 

 

 

 

図 19：2021年度ダビング受付数（月別３期比較） 
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② 作成数 

表 21：2021年度ダビング作成数（月別３期比較） 

 

 

図 20：2021年度ダビング作成数（月別３期比較） 
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表22：2021年度ダビング作成数（ソース別３期比較） 

 

 

 

図 21：2021年度ダビング作成数(ソース別３期比較) 
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(6). 2021年度主な行事 

前年度に続き、学会等はほとんどオンラインの開催となったが、大学行事は

一部ミックス型での開催となった。特に春学期は４月の新入生向けのガイダン

スがミックス型で実施された。 

また、学位授与式と入学式が、感染症対策のため学生本人のみ出席する形式

で実施され、保証人が視聴できるよう YouTubeでライブ配信した。 

 

表 23：2021年度主な行事サポート（前期） 

 

月 実施日 場所 依頼者 タイトル サポート内容

4月1日(木) タッカーホール 理学部　大学院 理学部ガイダンス ミックス型サポート

4月1日(木) D301 教務部 履修ガイダンス ミックス型サポート

4月2日(金) D201 理学部 履修ガイダンス(理学部) ミックス型サポート

4月2日(金) M301 社会学部 国際社会コースガイダンス2年次 ミックス型サポート

4月2日(金) MB01 理学部　化学科 履修ガイダンス(理学部) ミックス型サポート

4月2日(金) タッカーホール 経済学部 経済学部ウエルカムアワー Youtubeライブ配信

4月3日(土) 諸聖徒礼拝堂→8101 渉外課 セカンドステージ大学入学式 同時配信

4月6日(火) 芸術劇場 総務課 大学院入学式 Youtube配信、撮影、録画

4月7日(水) 芸術劇場 総務課 学部入学式 Youtube配信、撮影、録画

4月8日(木) AB01 立教学院 放射線取り扱いの教育訓練 Mediasite収録

4月10日(土) 太刀川3階カンファレンスルーム 総長室 定期代議員会 ミックス型サポート

4月23日(金) 8101 キャリアセンター 公務員ガイダンス Mediasite収録

4月24日(土) タッカーホール 総務課 新2年生向け入学式 Youtube配信、撮影、録画

5月 5月14日(金) 12号館第3・4会議室 総長室 定期代議員会 ミックス型サポート

6月1日(火) 太刀川3階カンファレンスルーム 教務部 飯能信用金庫受託事業 中継録画

6月12日(土) 12号館総研センター会議室 異文化コミュニケーション学部 英語教育研究所 オンライン講演会 ミックス型サポート

6月15日(火) 太刀川2階会議室 国際化推進機構 国際会議（インドネシア） ミックス型サポート

6月29日(火) 16号館1階セミナー室 キャリアセンター しょうがい学生向け説明会 ミックス型サポート

7月6日(火) 池袋キャンパス 観光学部 学生による動画制作
ビデオカメラ撮影＆編集レ
クチャー

7月12日(月) PRAC 4階演習室 コミュニティ福祉学部 講演会 オンライン講演会

7月17日(土) 5324 総合研究センター ラテンアメリカ論Ⅰ演奏会 ミックス型サポート

7月24日(土) 太刀川3階カンファレンスルーム 外国語教育研究センター事務室 外国語教育研究センター主催第2回シンポジウム Zoomウェビナーサポート

7月26日(月) DB01 学部事務1課 豊島こども大学 オンライン配信サポート

8月 8月3日(火) 4403 社会学部 オープンキャンパス Zoomウェビナーサポート

9月4日(土) 諸聖徒礼拝堂 総務部 白石前理事長学院葬 Youtube配信

9月17日(金) タッカーホール 総務部 2021年度秋季学位授与式
Zoomウェビナーサポート
Youtube配信

9月17日(金) 諸聖徒礼拝堂 総務部 2021年度入学式
Zoomウェビナーサポート
Youtube配信

4月

6月

7月

9月
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表 24：2021年度主な行事サポート（後期）  

月 実施日 場所 依頼者 タイトル サポート内容

10月2日(土) M301 ジェンダーフォーラム 映画上映会 オンライン配信サポート

10月18日(月) 5121 外国語教育研究センター フランス語教育研究室主催講演会 ミックス型サポート

10月23日(土) 5206　5207 文学部 オンライン研究会 オンライン配信サポート

10月26日(火) 太刀川3階カンファレンスルーム 総長室渉外課 校友会経済人クラブ　オンライン配信 ミックス型サポート

11月1日(月) 8304 教務部 2022年度履修説明会オンデマンド DVカメラ撮影、編集

11月1日～3日 タッカーホール、9大他 学生部 st.Paul's Festival/IVY Festa 待機

11月6日(土) 諸聖徒礼拝堂、聖パウロ礼拝堂 総務部 逝去者記念礼拝 DVカメラ撮影、YouTube配信

11月13日(土)、14日(日) 5号館他 入学センター、学生部 秋期入試 マイク他、待機

11月20日(土) A301 しょうがい学生支援室 講演会 Zoomウェビナーサポート

11月26日(金) 本館前 学生部 点灯式
機材貸出
マイクアンプ設置

11月26日(金) 8202 全カリ事務室 シンポジウム「データサイエンス教育の現状と展望」 Zoomウェビナーサポート

12月3日(金) 12号館第1～4会議室 人事部 職員採用説明会 ミックス型サポート

12月4日(土) チャペル会館　会議室 総長室 バリアフリー映画上映会 Zoom配信サポート

12月8日(水) 12号館第1・2会議室 学部事務2課 社会学部教授会 ミックス型サポート

12月8日(水) D201 社会学部 シンポジウム 中継録画

12月11日(土) チャペル会館　会議室 総長室 バリアフリー映画上映会 Zoom配信サポート

12月13日(月) 太刀川3階カンファレンスルーム 企画部 体育会OBOG会長会 ミックス型サポート

12月15日(水) 7101 大学教育開発支援センター 大教センター秋学期FDプログラム 模擬授業サポート

12月20日(月) D401 外国語教育研究センター ドイツ語講演会「世界を知ろう！」 Zoomウェビナーサポート

12月21日(火) 太刀川3階カンファレンスルーム グローバル教育センター ＧＬ201/111　本選 オンライン配信サポート

1月11日、13日 8101 教務部全学共通カリキュラム事務室 英語自由科目説明会 Mediasite収録

1月21日(金) 諸聖徒礼拝堂 大学チャプレン室 RUMチャペル講演会「詩人 尹東柱(ユン・ドン) ミックス型サポート

2月2日(水) X304 教務部 経済学部説明会 ミックス型説明

2月5日～13日 タッカーホール他教室 入学センター、学生部 入学試験 マイク他機器設営、待機

2月25日(金) 太刀川3階カンファレンスルーム 人事部 立教学院仕事体験セミナー 中継録画

3月12日(土) 12号館第1会議室 総長室 定期代議員会 ミックス型サポート

3月16日(水) 12号館第1・2会議室 教務部 部長会 ミックス型サポート

3月17日(木) 太刀川3階カンファレンスルーム 学生部 部長会 ミックス型サポート

3月23日(水) 諸聖徒礼拝堂→8101 渉外課 2021年度年度セカンドステージ修了式 Youtube配信

3月23日(水) 12号館第3・4会議室 総務部 卒業式モニタリング モニター設置

3月24日、25日 タッカーホール 総務部 2021年度学位授与式 Youtube配信、録画

3月25日(金) 1203 教務部学部事務5課 観光学研究科表彰式 ミックス型サポート

3月25日(金) A304 教務部 独立研究科　学位授与式 ミックス型設置

3月29日(火) 太刀川3階カンファレンスルーム 企画部 体育会OBOGクラブ役員会 ミックス型サポート

1月

2月

3月

10月

11月

12月
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(7). 動画作成 

動画作成の依頼数は、前年度よりさらに増え、過去最高となった。対面実

施ができないことによる代替という消極的な理由だけでなく、動画配信の方が

効果的かつ効率的と判断されるイベントの、積極的な動画への依頼が多々あっ

た。 

クリスマス・イブ礼拝は今年も前年に引き続き、３か所の礼拝堂を巡る構成

で、24日に YouTube配信をした。１時間 45分にわたる長編であったが、当日

のみでなく後で視聴される方も多く、視聴者数は 7,300回を超えた。 

 

表 25：2021年度動画作成（前期） 
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表 26：2021年度動画作成（後期） 
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3. 2021年度まとめ 

2020 年度に引き続き、2021 年度もコロナの影響を受け続けた１年であった。特

に 2020 年度は対面の学生がいない完全なオンライン配信であったが、2021 年度は

教室でのミックス型へ移行したため混乱が多かった。 

利用者からはどの教室でもミックス型が実施できる環境があり、サポートもある

ことで感謝される一方、機器の扱いに慣れず不満も多く聞かれた。また、機器の構

成が、利用者が理想とするような形ではない場合もあった。教員にとっては対面の

学生とオンラインの学生の両方に気を配らなくてはならないことは大変な負担であ

り、何とか全員が同じ場に入れるような環境を作れないかと、度々相談を受けた。

他大学の事例を参考にしたり、模擬授業をしてみたりと試行錯誤を行い、都度改良

を加えた。 

今後、ミックス型での授業は新しいスタンダードになることが予想される。利用

者になるべく負担をかけず、簡単に利用できるよう、機器の整備を検討するととも

に、よりよいサポート方法についても模索して行く。 

 

 


